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研究成果概要  KAGRAにおいて、散乱光の低減のためにバッフルなどの金属表面に塗

布されるソルブラックの反射特性を計測した。参考のため図 1 にソルブラックが塗布さ

れたダクト内面の様子を示す。図 2 に反射率の角度依存性を示す。使用波長は 1064nm

である。直入射に対し、0.003という極めて低い反射率が得られる一方、80度付近で 0.3、

90 度入射付近ではほぼ全反射に近いことがわかり、散乱光を垂直入射から 45 度入射の

範囲で受ける工夫が効果的であることが判明した。 

  

図１：ソルブラックが塗布されたダクト内面 

 

図 2：反射率の角度依存性 
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